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狩
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え

H
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f
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就
て
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の
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一
沿
っ
「
同
日
比
北
九
日
間
一
・
鴨
神
障
↓
博
土
石
川
興
二

地

方

財

政

の

改

平

-

-

・

・

照

時

四

早

博

士

汐

見

三

郎

漁
業
組
合
論
・
・

a

-

将

涛

皐

士

婚

川

虎

三

将
軍
+
博
士
小
島
昌
太
郎

新

特

~Il 

年

号車

二
ツ
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

新
着
外
国
経
済
雑
誌
主
要
論
題

(葉

載

轄

法
皐
博
士
一
仰
戸

丈
県
博
士
干
向
田



社
九
町
目
的
に
安
常
な
る
農
業
経
笹
規
模
に
閥
ず
る
ず
へ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第
三
十
六
巻

A 

2再

放

i¥ 

一
吐
曾
的
に
安
賞
な
る
農
業
経
管
規
模
に
闘
す
る

ル
デ
ィ
の
見
解

J、、

ン

lレ

ノ、

}¥. 

木

芳

之

-J 
I
IノpaJ 

農
業
上
に
於
け
る
枇
合
的
に
安
営
な
る
経
営
規
模
如
何
の
問
題
は
、
従
来
ド
於
r
L
H
H
大
島
小
島
の
低
劣
問
問
レ
」

し
て
、
多

t
の
農
業
経
済
摩
者
に
よ
り
て
取
扱
は
れ
て
来
七
。
こ
の
論
争
の
後
端
は
、
雷
に
古
典
皐
孫
、
章
一
農
準

振
に
留
ら
子
、
買
に
遠

t
官
房
拳
抵
や
重
商
主
義
者
に
ま
で
糊
る
も
の
で
あ
る
。

一
八
九
八
年
カ
ヲ
ヅ
キ
ー
を
し

て
「
大
農
小
農
の
い
づ
れ
が
有
利
な
り
や
の
論
争
に
就
て
は
、

一
世
紀
、
百
も
っ
と
以
前
か
ら
圃
民
粧
梼
愚
者
達

が
波
頭
し
、
そ
の
議
論
は
何
時
果
て
る
と
も
見
え
な
い
。
併
し
理
論
家
が
大
農
小
農
の
優
越
に
闘
し
て
論
議
し
て

ゐ
る
聞
に
、
農
業
は
異
常
な
る
後
展
を
建
げ
、
そ
の
愛
展
は
議
論
の
偉
地
な
き
も
の
で
あ
ち
、
穿
撃
す
る
ま
で
も

な
く
明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
を
少
し
も
妨
げ
な
か
っ
に
」
と
論
じ
て
ゐ
る
に
拘
ら
今
、
こ
の
論
争
は

今
日
に
於
て
も
備
ほ
終
局
的
決
定
ぞ
見
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い
。
こ
の
事
は
近
年
チ
干
ヤ
ノ
フ
が
大
農
小
農
の
優
劣

問
題
に
闘
し
て
、

「
三
十
年
に
亙
り
理
論
上
の
争
ひ
が
繕
績
き
れ
た
事
、
誼
に
農
業
の
事
賃
上
の
援
展
に
於
て
鰹

替
の
大
い
き
が
甚
だ
不
確
定
で
あ
る
事
よ
り
し
て
、
こ
の
問
題
が
如
何
に
紛
糾
せ
る
か
が
窺
ひ
知
ら
れ
る
。
而
十

I王町1J{aulshY， Die A~rarfrage ， 18り9・s.5 



も
其
の
到
達
し
た
結
果
は
少
し
も
決
定
的
な
る
断
定
を
輿
へ
て
ゐ
な
い
し
と
言
へ
る
に
徴
し
て
も
瞭
か
で
あ
ら
う
。

し
か
も
吾
人
の
眼
前
に
展
開
さ
れ
る
事
買
は
、
小
農
経
告
は
滅
び
去
る
ど
こ
ろ
か
、
大
経
替
と
相
誼
ん
で
依
然
そ

の
存
在
ぞ
維
持
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

一
九
二
二
年
小
農
論
者
ダ
ピ
ヅ
ド
は
「
営
時
甚
だ
熱
烈
に
論
議
さ
れ
た
理
論
上
の
論
守
、
問
中
h
/

小
農
解
替
は
生

存
し
得
る
や
否
や
の
問
題
は
、
農
業
経
管
統
計
に
よ
h
て
決
定
的
に
回
答
さ
れ
に
。
小
農
民
は
殺
事
し
な
い
。
否

そ
れ
ど
こ
ろ
か
小
農
民
は
、
政
治
的
に
鈎
着
せ
ら
れ
に
る
大
地
主
の
特
権
や
優
越
に
よ
り
て
道
が
遮
ら
れ
て
ゐ
な

い
と

ιろ
で
は
、
刊
蕗
に
於
て
も
其
の
人
数
と
面
積
と
に
進
歩
を
な
し
て
ゐ
る
レ

L
L
高
唱
し
て
、
小
農
の
優
勢
に

凱
歌

ee血
中
げ
だ
の
で
あ
る
が
、
農
地
の
印
刷
分
仕
か
搬
し
〈
れ
は
れ
あ
場
合
仁
於
て
a

!
1
P
[
1
1
-
t
z
 

-t
、士

)UL--剖
刊
不
Li-抑
制
州
日
「

L
t

一
か
分
離
す
る
を
普
通
と
す
る
蕗
に
於
て
は
、
小
農
は
果
し
て
ダ
ピ
ッ
ド
の
謡
歌
せ
る
如
〈
、
自
作
農
と
し
て
の
特

徴
hT-
常
に
維
持
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
小
農
の
存
績
は
、

チ
ヤ
ヤ
ノ
ア
の
主
張
す
る
如
き
特
殊
な
る
心
理
的
打
算

に
よ
石
か
、
ま
に
は
グ
ピ
ツ

γ
の
主
張
す
る
如
き
農
業
の
有
機
的
生
産
と
い
ふ
技
術
的
特
殊
性
に
よ
る
か
は
、
之
を

穿
撃
せ
や
と
す
る
も
、
今
日
の
交
換
経
簡
の
下
に
於
け
る
小
農
の
蓮
命
は
、

ダ
ピ
ヅ
ド
の
主
張
す
る
如
〈
、
し
か

〈
、
安
慰
的
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
ま
七
我
々
は
チ
ヤ
ヤ
ノ
ア
に
従
て
、
主
と
し
て
自
家
勢
働
に
依
存
す
る
所

ー
の
小
農
の
勢
作
経
持
た
る
特
殊
性
を
認
め
一
、
し
か
も
小
農
経
替
の
目
標
は
純
利
潤
の
獲
得
よ
り
は
、
寧
ろ
自
家
勢

働
に
劃
す
る
最
大
報
酬
の
獲
得
で
あ
り
、
ま
た
ア
エ

V

ポ

1
の
言
ふ
如
く
、
小
農
の
目
標
は
農
業
者
と
其
の
家
族

の
完
全
な
る
慾
望
充
足
で
あ
る
と
す
る
も
、
問
題
は
小
農
に
於
て
、
か
か
る
自
家
勢
力
に
劃
す
る
最
大
報
酬
、
完

枇
曾
的
に
安
営
な
る
良
業
経
替
規
模
に
関
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
イ
の
見
解

第
三
十
六
巻

大企

第

披

7L 
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社
曾
的
に
安
蛍
な
る
農
業
経
瞥
規
模
に
関
す
る
ペ
ル

Y

ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第
一
一
一
十
大
谷

四
O 

第
一
蹴

阿

O 

金
な
る
慾
望
充
足
が
、
今
日
の
資
本
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於
て
は
、
如
何
な
る
生
産
関
係
を
通
じ
、
又
如
何
な

る
市
場
開
係
を
通
じ
て
行
は
る
る
か
に
あ
る
。
帥
ち
土
地
の
所
省
者
と
融
労
働
の
慌
営
者
と
が
分
離
せ
る
農
業
生
産

関
係
の
下
に
於
て
は
、
農
業
肱
盆
た
る
地
代
の
取
得
開
係
の
如
何
は
、
や
が
て
小
農
た
る
小
作
農
の
慾
望
充
足
の

程
度
如
何
を
決
定
す
る
一
要
因
と
な
り
、
生
産
物
の
商
品
化
の
道
程
に
於
て
も
、
小
農
粧
掛
と
費
本
の
濁
占
的
傾

向
L
L
の
樹
立
闘
係
の
如
何
、
農
家
に
於
け

3
生
産
物
版
責
、
必
需
品
購
入
上
に
於
げ
る
中
間
商
人
の
搾
取
開
係
の

日
司

-
w
k
コ
:
》
己
一
1

5

1

5

f
乱
1

よ、
0

1
J
L
V
H
?
d
r
-
づ
L

語、
t
ι
4
t
J
に
ふ

H
J
4
4
守
抑
ル

R
7
1
v

さ
れ
ぽ
問
題
は
蝦
に
小
農
は
小
腹
と
し
E
存
績
す
る
と
し
て
も

そ
れ
が
質
的
援
化
を
遂
げ
て
、
自
作
農
は
小
作
農
に
夜
落
し
行
か
ゴ
る
や
否
や
コ
ま
に
小
農
が
小
農
左
し
て
存
結

す
る
に
し
て
も
.
其
の
生
活
内
容
が
維
持
さ
れ
向
上
さ
れ
特
る
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
に
存
し
て
ゐ
る
。

遮
莫
、
今
日
何
れ
の
闘
に
於
て
も
小
農
は
大
農
と
誼
び
存
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
貫
白
韓
は
私
を
駆
っ
て
、
犬
農

小
農
の
優
劣
問
題
に
導
〈
。
特
に
在
は
此
の
係
守
問
題
に
つ
い
て
、
調
逸
の
議
歴
史
振
に
属
す
る
ぺ

Y
Y
A
U
二プ

ィ
の
所
誌
を
紹
介
吟
味
し
、
故
を
渦
ね
て
新
を
知
一
る
一
助
た
ら
し
め
た
い
。
舎
で
那
須
博
士
は
ペ
ル
ン
A
F
J
7

ィ

の
設
を
紹
介
さ
れ
、

「ぺ

Y

ン
λ
y
一
プ
ィ
の
意
見
は
、

E
大
粧
替
及
び
過
小
農
の
弊
を
論
じ
て
匡
鵠
に
営
れ
L
リ
'
と

な
す
べ
〈
、
又
彼
れ
が
各
種
経
後
規
模
の
分
配
は
国
民
経
梼
的
純
所
得
を
最
大
な
ら
し
か
る
よ
う
に
、
且
又
多
種

多
様
の
農
産
物
に
費
す
る
需
要
を
充
し
得
る
よ
う
に
定
な
べ
し
と
主
張
し
た
こ
と
も
卓
見
と
栴
寸
べ
き
で
あ
ら

ぅ
。
余
は
軍
に
園
民
経
梼
的
最
大
純
所
得
を
考
ふ
る
の
み
に
て
は
前
不
充
分
で
あ
っ
て
、
之
に
加
へ
て
此
の
最
大

純
所
得
を
奉
ぐ
る
に
際
し
て
の
叫
労
働
峰
件
、
及
び
之
に
必
然
的
に
附
随
す
べ
き
枇
曾
的
事
情
等
を
も
併
せ
て
君
慮



せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
信
守
る
も
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
国
民
経
静
的
純
所
得
を
考
ふ
に
営
h
ノ
て
車
に
物
財
の

消
耗
の
み
を
考
へ
守
し
て
持
働
の
痛
苦
等
の
心
理
的
要
素
を
も
考
慮
に
入
る
ペ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
ふ
も
の

で
あ
る
が
、
此
等
の
補
正
を
加
へ
、
又
最
大
純
所
得
は
可
及
的
永
頼
性
の
も
の
を
指
す
と
解
稗
し
に
上
に
於
て
ペ

y
ン

A
Y
J
ア
ィ
の
設
に
賛
成
し
た
い
」
。
と
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
に
徴
し
て
も
J

Y

ン

A
F
J
ア
ィ
の
所
設
の
問
題
と

守
る
に
足
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ら
う
。

-ー.-

の
試ー
み八
」ごj聞

の九
容年
頭ペ

於
て-"".，，

ブq

~1 

刻:
σ) 
名
三官f

「
大
所
布
地
及
び
小
所
有
地
に
闘
す
る
議
論
詩
じ
割
す
み
一
批
判

「
国
家
又
は
枇
舎
に
と
り
て
、
土
地
が
大
規
模
に
比
鞭
的
少
数
の
所
有
者
に
分
配
さ

れ
て
ゐ
る
の
が
、
国
家
及
び
剛
氏
経
済
関
係
よ
り
し
て
、
有
利
で
あ
一
る
か
、
若
し
〈
ぱ
蓮
に
多
数
の
家
族
に
所
有

地
を
賦
奥
し
、
従
て
恐
ら
〈
多
数
の
人
々
を
し
て
農
業
に
従
事
せ
し
め
、
最
も
直
接
な
る
閥
心
を
確
か
に
持
た
し

め
る
や
う
、
ま
た
謡
，
に
大
部
分
の
闘
民
そ
し
て
孜
々
に
石
勤
勉
を
農
業
に
注
が
し
め
る
や
う
、
土
地
を
多
数
の
小

、

、

切

所
有
地
に
分
配
す
る
の
左
、
全
睦
と
し
て
、
何
れ
が
よ
り
大
い
な
る
利
盆
を
奥
ふ
る
か
」
の
問
題
営
提
起
し
、
し

か
も
此
の
問
題
の
研
究
は
、
従
来
と
て
も
圃
民
経
持
率
に
闘
す
る
如
何
な
る
論
著
に
於
て
も
回
避
3
れ
た
る
こ
と

な
く
、
従
て
必
然
的
に
常
に
繰
返
し
論
及
さ
れ
、
ざ
る
金
得
ぎ
る

t
の
な
る
が
、
そ
れ
に
拘
ら
十
未
だ
決
定
的
回
答

を
告
げ
て
ゐ
な
い
と
論
じ
て
ゐ
る
。

在
は
此
の
黙
に
闘
す
る
ペ

Y

ン

A
Y
J
プ
ィ
の
積
極
的
見
解
宏
明
に
す
る
に
先
も
、
先
づ
第
一
に
彼
は
大
農
地
又

枇
曾
的
に
妥
常
な
る
農
業
経
替
規
模
に
閲
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第

iLZ 

四

第
三
十
六
巻

四
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社
合
同
川
町
に
安
常
な
る
農
業
向
組
幹
規
模
に
関
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解
一
第
一
一
-
十
六
巻

当Z

H))~ 

1'-'1 

l旦1

は
小
農
地
を
以
て
何
を
観
念
し
た
る
か
、
即
ち
彼
に
よ
れ
ば
大
農
小
農
の
匝
別
ば
何
を
標
準
と
し
て
之
を
打
ち
立

て
ら
れ
七
る
か
の
結
よ
hJ
吟
味
し
て
行
ヲ
」
う
。

従
来
英
吉
利
及
び
濁
逸
に
於
て
は
、
大
農
及
び
小
農
営
区
別
す
る
に
車
な
る
耕
作
面
積
を
以
て
す
る
を
普
通
と

し
た
。
印
ち
捕
逸
に
於
て
は
一
ニ

O
モ

Y
グ
ン
迄
の
農
地
を
小
農
、
三
(
U
乃
至
六
O
モ

Y
グ
ン
の
農
地
守
中
農
、
六

。時M
Y
グ
ン
以
上
の
農
地
ぞ
大
農
と
し
て
恥
扱
は
れ
て
来
た
。
英
吉
利
に
於
て
も
農
政
準
者
ば
好
ん
で
か
か
る
耐

演
に
よ
る
分
煩
念
試
み
、
か
の
有
名
な
る
ア

1
サ

1
叩
ヤ

γ
グは一一一

O
見

1
カ
1
山
内
山
-
の
農
場
を
小
島
k
し
、
五
五
乃

至
八
八

Z
1
ヵ
l
の
農
場
を
中
農
又
は
大
農
場
と
し
て
お
り
、
そ
の
後

ν
ン
グ
V

ア
l
d
一
C
C
エ
ー
カ
ー
以
下

一
O
O
乃
至
三

0
0
エ
ー
カ
ー
の
農
場
を
中
農
、
一
二

O
O
エ
ー
カ
ー
以
上
の
農
場
を
大
農
左
呼

の
農
場
を
小
農
、

ん

r。
ぺ

Y
Y
A
Y
J
プ
ィ
は
か
か
る
農
地
の
面
積
と
い
ふ
謂
は
ぱ
量
的
標
準
に
よ
り
て
、
大
農
及
び
小
農
を
区
別

す
る
の
無
意
義
な
る
こ
と
を
論
じ
、
か
か
る
匝
別
の
不
合
理
な
る
こ
と
は
、
湖
逸
の
南
部
と
東
北
部
と
を
比
較
?

る
こ
と
に
よ
り
て
も
明
ら
か
で
ゐ
り
、
南
濁
逸
に
於
て
大
農
場
と
呼
ば
れ
る
面
積
も
、
東
北
部
に
於
て
は
辛
う
じ

て
一
農
家
の
生
活
を
支
ふ
る
に
足
る
小
農
場
た
る
こ
と
を
論
じ
、
般
令
一
家
族
が
耕
作
し
得
る
農
地
は
之
を
小
農

と
呼
ぷ
も
、
し
か
も
「
一
家
族
が
耕
作
し
得
る
面
積
は
、
先
づ
第
一
に
土
地
そ
れ
白
樫
が
重
土
で
あ
る
か
又
は
軽

土
で
あ
る
か
に
よ
り
、
突
に
粗
放
経
笹
か
集
約
鰹
替
の
何
れ
か
を
選
ぶ
ぺ
〈
制
約
す
る
一
般
諸
閥
係
に
よ
り
て
自

ら
異
な
ム
」
こ
と
を
瞭
に
し
、
彼
は
寧
ろ
積
極
的
に
農
業
粧
品
口
の
質
的
標
準
に
よ
り
て
大
農
及
び
小
農
を
直
別
す

ベ
き
回
日
を
提
唱
し
て
ゐ
る
。

Bernhardi， a. n. O. S. 26 
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4

u

p

ン
A

M

F

J

ア

f

に
よ
れ
ば
、
斗
農
場
の
所
有
者
が
之
を
他
人
に
賃
貸
し
、
従
て
企
業
利
潤
は
之
を
放
棄
す
る

も
、
そ
の
地
代
牧
盆
を
以
て
、
其
の
所
有
者
及
び
家
族
に
濁
立
地
位
と
上
疏
階
級
と
し
て
の
格
調
と
を
保
謹
す
る

場
合
に
は
之
を
大
農
と
稿
ず
る
。
故
に
大
農
の
特
徴
は
、
企
業
利
潤
を
放
棄
す
る
も
又
之
を
取
得
す
る
も
、
所
有

者
の
枇
合
的
地
位
や
生
活
版
強
に
買
質
的
影
響
五
ぽ
き
ゴ
る
勤
に
存
し
て
ゐ
る
o

同
衣
一
に
農
場
の
所
有
者
が
そ

の
家
族
の
幅
利
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
所
者
有
ば
必
ら
や
艦
替
者
と
な
り
、
企
業
利
潤
を
獲
得
せ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
場
合
に
は
、
之
を
中
農
と
縛
す
る
。
中
農
は
、
そ
れ
が
費
す
企
業
利
潤
が
所
得
者
に
と
り
で
有
す
る
決
定
的

重
要
さ
に
よ
り
で
、
大
農
よ
り
直
別
き
れ
る
と
同
時
に
、
他
方
中
農
は
、
自
己
の
悼
す
働
力
を
し
て
農
業
的
筋
肉
勢
働

に
常
る
色
の
で
、
自
ら
農
業
筋
肉
持
働
に
協
力
せ

Y
る
を
普
通
と
す
る
。
蓋
し
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
彼
が
取

E31 

11'ト

J
4
泣
か
口
一
前
ル

3
h円
心
〈
自
l
J
叶
毘
刈
パ
V

一刊円
J

や，
4
4
U
斜
斡
U〆
非
拘
回
柏

得
す
る
勢
賃
は
、
金
牧
盆
に
比
し
て
些
少
で
あ
り
、
か
か
る
附
加
的
勢
賃
牧
入
に
よ
ら
で
其
の
地
位
は
著
し
〈
改

善
さ
れ
る
虞
が
な
い
か
ら
で
あ
毛
っ
己
最
後
に
小
農
に
於
て
は
、
其
の
所
有
者
は
必
然
的
に
農
民
で
あ
り
、
自
ら

農
地
を
耕
す
崎
労
働
者
で
あ
る
。
蓋
し
小
農
に
於
て
は
自
己
及
び
家
族
の
労
賃
は
全
牧
盆
に
比
し
て
決
定
的
に
章
一
要

だ
る
か
ら
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
4

U

F

ン

A

Y
デ
ィ
の
大
小
農
分
類
の
標
準
は
、
主
と
し
て
農
場
所
有
者
の
農
業
経
替
上
の
努
力
閥

係
に
重
き
を
置
く
色
の
で
あ
り
、
後
年
ロ
ヅ
シ
ヤ
ー
が
、
経
答
者
が
'
専
ら
指
揮
監
督
の
任
に
常
る
も
の
を
以
て
大

農
と
し
、
指
揮
監
督
と
併
せ
て
多
少
の
筋
肉
勢
働
に
服
す
る
も
の
を
以
て
中
農
と
し
、
家
族
が
専
ら
肉
鯉
的
勢
務

枇
舎
的
に
安
常
な
る
農
業
経
替
規
模
に
禰
す
る
ベ
ル

Y

ハ
ル
」
ア
イ
の
見
解

第
一
一
-
十
六
巻

第

t虎

Vlj 

J再1
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枇
曾
的
に
安
憶
た
る
農
業
経
営
規
模
に
関
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
イ
の
見
解

第
三
十
六
を

第

披

四
四

l川
四

に
服
し
て
、
そ
の
努
力
を
充
分
に
利
用
し
得
ベ
き
程
度
の
農
場
ぞ
純
管
す
る
も
の
を
小
農
と
な
し
七
る
分
類
に
酷

似
し
て
ゐ
る
。
否
寧
ろ
ペ

Y

ン
A
Y
J
ア
ィ
の
見
解
こ
そ
、
ロ
ッ
ジ
ャ
ー
の
分
類
に
多
少
の
影
響
を
輿
へ
て
ゐ
る
で

あ
ら
う
。
併
し
乍
ら
ぺ

Y

ン
λ
y
デ
ィ
が
大
農
を
以
て
資
本
主
義
的
大
経
営
Br
解
す
る
よ
り
は
、
寧
ろ
歴
史
的
に

存
捕
す
る
不
耕
地
主
た
る
騎
士
傾
所
布
者
(
目
立
門
同
町
内
=
z
f
E
N
R
)
を
念
頭
に
置
さ
し
こ
と
は
、
最
近
リ
ヤ
チ
旦
ン

ー
を
し
て
、
此
等
の
著
者
に
於
け
る
問
題
の
基
本
的
提
起
、
同
時
に
ま
に
彼
等
の
構
成
お
よ
び
論
請
の
根
本
的
漠

ー

:
[
i
l
l
-
-
f

ホ
争
ん
ヨ
』
G

ニ
"
、
r
A
J
B
h
t
J
J不
d
i
-
-
i
h
u
h山

f

山

i

l

f

i
ド

資
本

ι義
的
大
粍
砂
川
と
非
党
本
主
義
的
小
経
替
と
の
計
一
立
な
、
大
土
地
所
十
刊
と
小
土
地
所

有
と
の
劃
立
に
よ
っ
て
代
へ
ん
と
す
る
に
あ
る
と
主
張
せ
し
め
て
ゐ
る
所
以
一
で
あ
る
。
更
に
ペ

y
y
A
Y
J
ア
ィ
は

小
農
を
以
て
主
と
し
て
自
家
勢
力
に
依
存
す
る
経
普
形
態
を
念
頭
に
置
き
た
弓
も
、
必
や
し
も
之
は
チ
ヤ
ヤ
ノ
フ

の
試
み
た
る
如
き
「
純
粋
培
養
に
於
け
る
家
族
経
梼
」
で
は
な
い
。
蓋
し
4

Y

ン
A
U
F
J
ア
ィ
は
我
凶
の
故
横
井
博
士

と
同
様
に
、
小
農
経
替
を
定
義
す
る
に
際
し
、
勢
作
経
掛
に
於
け
る
若
干
の
農
業
一
雇
人
の
介
在
を
認
め

τ
ゐ
る
か

ら
で
あ
る
。

夏
仁
進
ん
で
ペ

Y

ン
A
Y
J
プ
ィ
は
農
地
が
大
規
模
な
る
比
較
的
少
数
の
土
地
所
有
者
に
分
配
さ
れ
る
状
態
を
以

て
、
営
時
一
般
に
有
利
と
考
へ
ら
れ
た
る
前
提
と
な
る
大
農
の
利
融
と
し
て
、
次
の
諸
事
項
を
翠
げ
て
ゐ
る
。
一

大
農
地
の
所
有
者
は
、
必
然
的
に
所
謂
身
分
高
〈
、
宮
棋
に
し
て
敬
養
め
る
階
級
に
属
す
る
。
而
し
て
彼
等
は
散

育
を
受
け
、
多
か
れ
少
な
か
れ
科
事
的
智
識
を
有
し
、
世
界
何
れ
の
闘
の
小
農
地
所
有
者
及
び
農
民
に
就
て
一
般

H.o伯§叫凶c1山ho引r.Na叫叫li凶011旧a凶l口引1、りn】O叩1]凶】
209. 210. 
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に
見
出
さ
る
る
如
き
一
偏
見
及
び
博
統
的
国
襲
へ
の
白
目
的
隷
属
よ
り
解
放
さ
れ
、
従
て
本
来
そ
の
致
養
の
結
果
と

し
て
、
農
業
'
伊
』
合
理
的
科
準
的
に
経
替
す
る
能
力
ぞ
有
す
る
・
ち
の
で

'TGJ
に
大
所
有
者
の
農
場
は
、
そ
れ
白
瞳

一
一
般
に
良
〈
経
管
さ
れ
る
の
み
な
ら
や
、
剥
々
の
事
情
に
遁
臆
す
る
方
法
に
よ
り
、
剖
ち
凡
て
の
事
情
に
通
聴
す

る
や
う
縦
替
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
か
か
る
方
法
に
よ
る
土
地
耕
作
は
、
同
一
面
積
の
土
地
が
多
数
の
小

、、，ノ

所
有
地
に
分
配
さ
れ
る
場
合
よ
り
も
蓬
じ
生
産
的
で
あ
る
。
三
多
数
の
有
利
な
る
農
業
部
門
が
大
農
地
に
於
て
の

み
合
理
的
に
経
緯
口
き
れ
る
。
こ
の
事
は
一
般
に
牧
斎
、
原
料
品
の
加
工
に
就
て
安
営
す
る
。
明
大
所
有
地
に
於
て
は

佃
々
の
農
地
が
分
散
し
.
所
清
散
闘
状
態
伝
日
去
す
る
こ
と
少
な
き
を
以
て
、
之
を
合
理
的
に
経
慢
す
る
こ
と
が
t

出

、、，ノ

来
る
。
五
大
所
布
地
は
農
業
上
必
副
知
E
す
る
資
本
仁
闘
し
、
小
一
附
J

斜
地
に
優
れ
て
ゐ
る
J

的
九
大
所
有
地
が
産
出

す
る
大
な
る
牧
盆
の
た
め
、
永
瀬
的
改
良
に
必
要
と
す
る
賛
金
を
容
易
に
調
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
六
大
土
地

所
有
者
が
同
時
に
農
民
で
あ
り
、
企
業
者
た
忍
場
合
に
は
、
ぞ
の
支
配
す
る
大
責
本
力
に
よ
り
、
不
慮
の
災
厄
、

戦
争
が
惹
起
す
る
荒
媛
、
火
災
、
若
害
、
数
年
に
亙
る
凶
作
等
に
暫
し
、
卒
年
作
に
於
て
も
そ
の
牧
穫
が
辛
う
じ

て
家
族
を
養
ふ
に
足
る
小
農
よ
り
も
、
一
層
よ
〈
搭
へ
得
る
。
七
大
農
は
小
農
よ
り
も
資
本
及
び
勢
働
力
を
一
居

合
理
的
に
又
有
利
に
使
用
す
る
こ
と
を
得
る
。
殊
に
大
農
に
於
て
は
農
合
、
農
具
及
び
役
畜
に
封
す
る
費
本
支

出
叫
、
小
農
に
比
し
て
比
岐
的
に
節
約
さ
れ
る
。
勢
働
力
の
使
用
に
就
て
も
、
大
農
に
於
て
は
機
械
の
使
用
、
或

る
程
度
迄
は
分
業
の
採
用
に
よ
り
て
、
小
農
よ
り
も
比
鞭
的
に
之
を
よ
り
節
約
す
る
こ
と
が
出
来
ろ
。
加
之
、
大

農
は
小
農
よ
り
も
、
生
活
必
需
品
及
び
生
産
用
品
を
一
唐
大
量
に
、
従
て
有
利
に
購
入
す
る
こ
曹
と
を
得
、
ま
に
生

枇
舎
的
に
安
常
な
る
農
業
経
笹
規
模
に
閥
ナ
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
イ
の
見
解

第
二
-
十
六
巻

四
五

第

3Jk 

四
五



枇
曾
的
に
安
常
な
る
農
業
経
轡
規
模
に
関
す
る
ベ
ル

Y

ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第
三
十
六
巻

第

霊長

四
六

川
六

産
物
の
販
買
に
際
し
で
も
、
大
農
仁
於
て
は
大
量
に
販
責
す
る
が
故
に
、
生
産
物
の
商
品
性
を
高
め
‘
資
カ
格
な

る
貼
よ
り
し
て
市
場
の
長
此
を
察
知
し
て
、
小
農
が
収
穫
直
後
に
技
責
り
す
る
如
き
不
利
む
蒙
ら
な
い
。
か
く
て

大
幕
は
、
同
一
面
積
の
農
地
が
多
数
の
小
所
有
地
に
分
割
3
れ
て
ゐ
る
場
合
よ
り
も
、
遣
に
大
い
な
る
純
肱
盆
を

奉
げ
る
も
の
と
し
て
ゐ
る
。

大
農
地
は
か
〈
の
如
き
優
越
性
を
有
す
る
も
の

2
5
れ
て
ゐ
る
が
、

か
か
る
優
越
性
は
必
や
し
も
貫
際
仁
は
常

に
保
持
お
ふ
心
ら
り
に
み
ら
r
d
品
川
}
L
いは、

イ

Y
V
M

コ
ペ
一
ア
ィ
立
羽
過
せ
Y
り
し
一
抹
?
あ
る
。
例
八
、

d
一
般
に
大

所
有
地
は
一
艇
の
農
場
と
し
て
粧
管
さ
れ
る
と
考
へ
ら
れ
る
も
、
之
は
か
な
り
我
俵
な
る
考
方
で
あ
る
の
即
ち
加
側

逸

ω南
部
及
び
西
部
に
於
て
普
通
と
す
る
如
〈
、
農
民
の
衆
落
居
住
が
行
は
れ
、
耕
地
が
散
闘
状
態
を
呈
す
る
場

合
に
於
て
は
、
大
所
有
地
も
一
般
農
地
と
同
様
な
る
交
叉
状
態
を
呈
す
る
も
の
に
し
て
、
大
農
地
が
一
線
め
た
る

一
農
場
を
構
成
す
る
は
比
較
的
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
更
に
大
農
地
の
所
有
者
は
特
殊
な
る
農
業
勢
働

例
へ
ば
別
取
を
迅
速
に
行
ふ
加
〈
、
緊
急
の
場
合
に
は
勢
働
力
を
一
時
貼
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
小
農
よ

り
も
よ
り
大
な
る
牧
盆
を
翠
ぐ
る
と
云
ふ
も
、
こ
の
際
に
は
大
所
有
地
に
隷
属
す
る
賦
投
勢
働
者
の
存
在
を
前
提

と
す
る
も
の
に
し
て
、
然
か
も
業
の
場
合
、
か
か
る
隷
属
勢
働
者
は
小
農
自
身
の
如
き
細
心
な
る
馳
労
働
を
な
す
も

の
で
は
な
い
。
向
ほ
ま
に
大
農
地
所
有
者
は
充
分
豊
富
な
る
費
本
力
ぞ
有
し
、
天
災
に
脅
し
大
な
る
抵
抗
力
を
示

す
と
さ
れ
る
も
、
寧
ろ
小
農
の
方
が
か
か
る
天
災
に
際
し
て
は
、
家
計
上
目
立
た
ぬ
節
約
を
行
ふ
て
、
よ
〈
之
に

堪
へ
特
る
が
、
大
農
に
於
て
は
葉
の
有
す
る
多
数
の
僕
稗
又
は
日
雇
人
に
到
し
、
仕
来
り
の
給
養
と
支
榔
と
を
行
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は
r
d

る
を
得
な
い
か
ら
、
反
っ
て
負
債
を
被
る
こ
と
と
な
り
、
従
て
小
農
に
劃
し
て
は
必
要
と
せ
な
い
特
殊
信
用

機
関
(
地
主
金
融
組
合
的
知
し
)
ぞ
設
置
す
る
必
要
を
見
る
こ
と
と
な
る
。

か
く
の
如
〈
ぺ

Y
ン
A

ペ
テ
ィ
の
眼
前
に
努

蕗
と
し
て
現
れ
来
る
大
農
は
資
本
主
義
的
大
経
笹
で
な
く
、
先
資
本
主
義
的

E
大
土
地
所
有
で
あ
る
。
大
農
小
農

の
優
越
問
題
に
闘
し
べ

Y

ン

A

Y
デ
ィ
の
所
設
が
}
讃
美
せ
る
ス
カ
l

y
ヲ
イ

'h
で
き
へ
も
、
こ
の
酷
に
つ
き
充
分

な
る
認
識
を
有
し
て
ゐ
な
い
。

四

、、

以
上
の
如
〈
ベ

W
ン
A

比
三
プ
ィ
は
、
大
農
地
が
小
農
地
よ
り
相
封
的
に
よ
hF
多
〈
の
純
牧
盆
ぞ
粛
す
こ
と
は
、
之

、、

役
一
服
認
め
と
。
併
し
大
牒
地
J
P
い
よ
り
事
〈
山
崎
牧
議
戸
川
r
」生

U
Lし
J
4

ふ
一
没
越
性
以
胡
寸
る
「
論
説
の
多
〈
は
、
私

経
糟
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
賞
際
の
重
要
性
を
持
つ
が
、
幽
家
又
は
耐
四
民
経
掛
的
見
地
か
ら
す
る
や
否
や
.
そ
れ
は

直
ち
に
消
滅
す
ム
」
も
の
で
あ
る
。
本
来
英
吉
利
臨
済
率
者
「
殊
に
マ
カ
甘
ツ
ク
の
如
き
畢
者
は
、
出
来
る
限
り

大
い
な
る
純
牧
盆
の
獲
得
を
以
て
、
最
も
熱
心
に
努
h
u

ぺ
矢
口
会
〈
唯
一
の
円
標
と
考
へ
た
。
之
に
反
し
純
牧
盆
が

そ
れ
か
ら
引
出
さ
れ
る
綿
牧
盆
の
多
少
に
就
て
は
、
そ
れ
自
韓
、
国
民
経
梼
世
に
在
鯨
掛
的
見
地
の
何
れ
よ

h
す

る
も
、
全
く
問
題
と
せ
な
か
っ
た
」
。

蓋
し
英
吉
利
軽
持
率
者
は
純
牧
議
た
る
利
潤
の
内
に
、

凡
て
の
粧
梼
準
歩

の
根
壌
を
認
め
、
利
潤
を
以
て
生
選
手
段
の
改
良
、
生
産
力
の
増
進
に
罰
す
る
唯
一
の
手
段
と
信
じ
た
か
ら
で
あ

る
。
併
し
此
の
見
解
が
正
し
き
ゃ
否
や
は
別
問
題
で
あ
る
。
蓋
し
純
牧
盆
は
大
農
に
於
て
事
買
上
大
な
り
と
す
る

も
、
経
笹
規
模
'
ど
盤
Jγ

る
こ
と
に
よ
り
て
緯
所
得
及
び
国
民
経
梼
的
効
用
診
更
に
大
な
ら
し
め
得
る
か
ら
で
あ

枇
合
的
に
安
常
な
9

農
業
経
替
規
模
に
闘
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
白
見
解

第
一
一
一
十
六
谷

第

51K 

V_q 

七

四
じ
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社
曾
的
に
尖
常
な
る
農
業
経
笹
規
模
に
閲
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
イ
の
見
解

第
三
十
六
巻

四
J、

第

1虎

回
ノ」

る
。
印
仁
り
氏
に
よ
れ
ば
「
小
農
は
同
一
の
面
積
の
農
地
か
ら
、
ぞ
れ
が
比
統
的
少
数
の
大
所
有
者
に
分
割
さ
れ
る

、、

場
合
よ
り
も
、
よ
り
大
な
る
鱒
肱
盆
を
塞
ぐ
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
年
々
の
国
民
総
所
得
、
年
々
産
出
さ
れ
る

国
民
の
富
は
、
買
に
こ
の
穂
牧
盆
に
し
て
、
純
牧
盆
で
は
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
幽
家
の
一
般
一
咽
利
と
寅
力
と

は
此
の
穂
牧
盆
に
基
〈
も
の
に
し
て
、
純
牧
盆
に
基
〈
も
の
で
な
川
口
」
。

企
業
が
純
牧
盆
ぞ
計
算
す
る
に
常
り
て

ぽ
、
勢
質
は
之
を
経
控
と
し
て
差
引
〈
も
.
国
民
鰹
情
的
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
持
賃
は
寧
ろ
純
所
得
の
一
部
分
を

な
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
i
o

散
仁
大
農
の
純
散
誠
仁
武
一
釦
州
骨
骨
4
A
じ
掛
川
寸
ク
ロ
縦
約
一
シ
一
川
へ
に
J

凸
介
計
1
f
」
比
特
↑
冶

に
、
小
農
の
肱
盆
に
農
民
及
び
其
の
家
族
の
よ
り
良
好
な
る
生
活
を
支
持
す
る
た
め
に
投
ぜ
ら
れ
仁
る
艇
聾
ぞ
加

へ
た
る
綿
収
益
を
以
て
す
る
な
ら
ば
.
大
農
及
び
小
農
の
純
牧
盆
の
大
小
の
み
を
比
聴
し
に
る
場
合
と
異
な
る
で

あ
ら
う
土
主
張
し
て
ゐ
る
。

か
〈
て
ペ
M
Y

ン

A
Y
J
ア
ィ
は
英
吉
利
息
e

一

眠

、

マ

カ

ロ

ッ

グ

が

純

牧

盆

に

重

き

を

置

い

て

綿

所
得
を
軽
視
し
、
纏
所
得
が
大
に
し
T
多
敷
人
民
に
濁
立
安
慰
な
る
生
存
を
保
謹
す
る
場
合
よ
句
も
、
寧
ろ
費
本

就
中
リ
カ
ア
ド
ヲ
、

利
子
の
大
な
る
場
合
を
重
視
し
た
る
ぞ
批
難
し
、
生
産
は
そ
れ
白
瞳
が
目
的
で
な
く
、
人
間
の
矯
め
に
存
す
る
手

段
た
る
に
過
ぎ
な
い
。
き
れ
ば
生
産
は
之
を
枇
曾
に
投
立
つ
や
う
定
む
べ
〈
、
逆
に
生
産
に
最
も
好
都
合
な
る
や

う
に
枇
舎
状
態
を
定
む
べ
き
で
な
い
と
す
る
J

勿
論
投
下
せ
る
生
産
手
段
を
以
て
最
大
の
牧
盆
を
得
る
や
F

つ
努
む

べ
き
も
、
併
し
こ
の
場
合
に
は
獲
得
さ
れ
る
総
生
産
額
の
出
費
総
額
に
封
す
る
比
率
を
考
ふ
べ
き
で
め
っ
て
、
間
早

じ
園
民
所
得
の
一
構
成
要
素
た
る
資
本
利
子
の
み
を
考
慮
す
べ
き
で
な
い
。
更
に
園
民
所
得
な
る
色
の
は
、
任
意

Bernhnnli， a. a. O. S. 430 



に
相
互
に
交
換
し
得
ぺ
き
各
種
債
値
の
総
量
よ
り
成
立
す
る
も
の
で
な
く
、
一
定
の
法
則
に
従
て
有
機
的
に
組
合

は
さ
れ
た
る
財
貨
の
穂
膿
が
吾
人
の
需
要
す
る
所
の
も
の
で
あ
る
U

故
に
大
農
が
表
面
上
よ
わ
大
な
る
純
牧
盆
を

産
出
す
る
も
‘
若
し
こ
れ
は
、
他
の
事
情
が
総
て
同
一
な
る
場
合
に
於
て
、
小
農
が
産
出
す
る
よ
り
も
、
其
の
綿

牧
盆
が
よ
り
少
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
か
か
る
大
な
る
純
牧
症
を
以
て
大
農
の
優
越
を
無
健
件
に

立
読
す
る
理
由
と
す
る
に
足
ら
な
い
と
し
て
お
る
。

然
ら
ぱ
若
し
一
幽
の
全
農
地
が
少
数
の
大
土
地
所
有
者
に
分
割
さ
れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
そ
の
闘
の
農
業
は
如
何

d

y
ン
A

Y

J

プ
ィ
の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、

か
か
る
闘
に
於
て
一
定
割
合
以
上

な
る
状
態
に
陥
る
で
あ
ら
う
か
。

ド
日
隊
剰
農
産
物
を
産
出
す
る
に
は
、
農
業
人
口
に
比
し
て
極
め
て
多
数
の
工
業
人
口
が
存
在
寸
る
か
、
者
し
く
ぽ

農
業
日
聞
は
之
を
構
外
に
轍
出
せ
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
者
の
場
合
に
於
て
は
、

そ
の
岡
土
が
一
五
来
肥
沃
な
る
h
y

若
し
〈
ば
肥
沃
な
る
蕗
女
地
が
農
業
者
に
豊
令
官
に
供
給
さ
れ
、
提
で
耕
作
上
僅
少
な
る
経
営
資
本
ぞ
要
す
る
に
過

ぎ
，
さ
る
諦
め
で
な
〈
、
換
言
す
れ
ば
他
の
諸
国
よ
り
低
廉
に
穀
物
を
生
産
し
、
世
界
市
場
債
格
営
以
て
し
て
大
な

る
利
得
を
獲
得
す
る
如
き
好
都
合
な
る
立
場
に
あ
る
た
め
で
な
く
、
山
岳
z

ろ
他
の
競
争
凶
に
比
し
て
沃
度
一
か
劣
れ
る

に
拘
ら
示
、
穀
物
を
轍
出
せ
ぎ
る
を
得
.5
る
所
以
は
、
其
の
闘
の
園
民
経
持
が
之
を
強
要
す
る
か
ら
で
あ
り
、
従

て
世
界
閥
係
よ
り
し
て
其
の
困
の
土
地
所
有
者
は
、
か
な
り
低
い
純
所
得
を
取
得
す
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。

前
者
の
場
令
に
於
て
は
、
そ
の
闘
に
居
住
す
る
多
数
の
工
業
従
業
者
は
、
そ
の
園
の
農
業
人
口
少
な
き
だ
め
、
勢

ひ
其
の
工
業
製
品
を
海
外
に
轍
出
せ
ぎ
る
を
得
令
、
か
か
る
幽
内
市
場
伊
藤
〈
工
業
生
産
は
健
買
な
る
地
歩
を
有

社
曾
的
に
袋
営
な
る
農
業
経
轡
規
模
に
闘
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第

披

四
大A

第
三
十
六
巻

四
ゴL
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社
曾
的
に
安
常
な
る
農
業
経
替
規
模
に
闘
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
イ
の
見
解

す
る
も
の
と
な
し
特
な
い
と
し
て
ゐ
る
。

第
一
一
一
十
六
巻

主L

O 

第

9ft 

ヨ1
O 

E 

右
の
如
〈
、
へ

Y

ン
A
U
F
J
7

ィ
は
、

一
因
の
農
地
が
少
数
の
土
地
所
有
者
に
師
属
す
る
航
態
を
以
て
、
国
民
経

掛
上
有
害
L
L
考
ふ
る
が
、
併
し
氏
は
小
農
に
封
し
無
保
件
な
る
賛
意
を
表
し
に
で
あ
ら
う
か
。

、、‘‘目aB!
'

利
貼
と
し
て
一
同
一
地
械
の
小
農
は
、

p
'
f
M
1

、、

む
る
秘
取
盤
台
本
ぐ
ふ
に
L
L
H

先
Jゴ

彼
は
よ、ィ、
い農
メ:の

そ
れ
が
比
較
的
少
数
の
大
所
有
者
に
分
割
さ
れ
る
場
合
に
比
し
、

る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

自
己
の
計
算
を
以
て
働
〈
よ
り
多
敷
の
農
家
を
養

二
小
農
地
は
大
農
地
に
比
し
、

ふ
。
而
し
て
小
農
の
家
族
労
働
は
細
心
な
る
注
意
、
多
年
の
経
験
、
郷
土
に
封
す
る
精
細
な
る
智
識
を
以
て
行
は

る
る
が
故
に
、
肱
盆
の
増
加
を
促
す
。
巨
大
農
は
雇
傭
勢
働
に
依
存
し
て
ゐ
る
か
ら
、
細
心
な
る
注
意
左
手
入
、
と

を
要
す
る
商
用
作
物
栽
培
に
越
せ
な
い
。
集
約
的
園
事
栽
培
は
小
農
を
侠
っ
て
始
め
て
行
は
れ
る
。
四
更
に
小
農

の
支
配
的
な
る
凶
に
於
て
は
、
農
業
所
得
の
分
配
が
比
較
的
公
卒
に
行
は
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。

併
し
乍
ら
ペ
戸
ン
(
竺
ア
ィ
は
一
圃
の
農
地
が
総
て
小
農
に
細
分
さ
れ
る
朕
態
を
以
て
、
同
民
純
擁
上
有
利

と
考
ふ
る
も
の
で
は
な
い
。
蓋
し
全
農
地
が
小
農
に
分
割
さ
れ
、
各
農
家
は
自
家
所
要
の
穀
物
そ
産
出
す
る
の
み

に
し
て
、
他
の
職
業
者
に
割
し
農
産
物
を
供
給
す
る
カ
無
き
に
至
ろ
と
き
は
、
世
命
H

的
分
業
は
停
止
し
、
融
合
の

物
質
的
挫
に
精
神
的
援
連
は
阻
害
さ
れ
る
に
至
る
。
卸
ち
「
小
農
の
支
配
的
な
る
版
態
に
比
し
、
大
農
制
度
は
特

に
セ
イ
の
正
嘗
に
指
摘
せ
る
如
〈
、
同
教
の
農
業
人
口
を
以
て
、
還
に
多
〈
の
他
産
業
者
を
扶
養
し
得
る
馳
に
特
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徴
づ
け
ら
れ
る
J

反
之
、
小
所
有
地
に
於
て
は
、
同
一
面
積
上
に
於
て
、
多
数
の
農
業
人
口
と
相
誼
ん
で
比
較
的

少
数
の
工
業
従
業
者
又
は
他
の
職
業
者
を
養
ふ
に
過
ぎ
な
い
と
。
し
か
も
「
各
農
家
が
辛
ふ
じ
て
そ
の
需
要
を
充
す

に
過
ぎ
ぎ
る
程
に
土
地
細
分
が
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
不
可
避
的
に
野
盤
状
態
に
導
き
、
不
可
避
的
に
起
る
敬
養

の
不
足
、
か
か
る
吠
態
が
惹
起
す
る
萎
腔
せ
る
無
気
力
に
よ
り
、
一
枇
曾
全
般
は
有
ゆ
る
危
険
に
封
し
屈
辱
的
な
る

無
防
禦
拭
態
に
曝
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」
と
さ
へ
高
唱
し
て
ゐ
る
。

然
ら
ば
か
か
る
土
地
細
分
の
行
は
れ
る
小
農
の
支
配
的
な
る
闘
に
於
け
る
農
業
は
、
如
何
な
る
状
態
に
導
〈
で

め
ら
う
か
。

ベ
U

y

y

v

A

Y

J

ア
ィ
の
見
解
仁
よ
れ
ば
、

小
農
は
大
農
と
同
様
な
る
机
放
的
穀
作
粧
経
伝
行
ふ
を
特
な

J

d

-

小
漫
式
出
関
小
川
ゆ
る
上
唱
に
川
内
ピ
主
活

'r党
ふ
る
に
の
、
浮
働
力

'r
集
向
怖
に
段
下
レ
得
る
詞
越
拘
作
防
段
階

に
移
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

か
か
る
傾
向
に
封
し
「
無
傑
件
な
る
満
足
を
表
し
得
る
た
め
に
は
、
吾
々
は
生
産
さ
れ

る
財
貨
の
性
質
や
使
用
債
備
に
劃
し
考
慮
す
る
こ
と
な
く
、

一
国
の
纏
所
得
は
、
種
類
の
何
た
る
診
聞
は

F
忍
慣

伍
の
穂
量
よ
り
構
成
さ
れ
得
な
い
こ
と
を
、
忘
却
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。

鮮
繭
又
は
茜
草
ば
か
り
ぞ
需
要
す
る
も
の
で
は
な
い
L

。

例
へ
ば
全
国
民
は
車
に
朝

だ
か
ら
一
閣
の
統
制
経
棟
内
に
在
つ
て
は
、

'

'

l

 

力
カ
る
何
回

事
的
栽
培
に
従
事
す
る
小
農
粧
替
の
存
在
は
、

之
を
限
定
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
小
農
経
済
が
存
在
す

る
前
提
と
し
て
は
、
同
時
に
大
量
的
穀
物
生
産
を
行
ふ
大
農
が
並
存
す
る
を
要
す
る
と
論
じ
て
ゐ
る
。

更
に
小
農
は
副
業
に
よ
り
て
其
の
峠
労
働
刀
を
充
分
に
利
用
し
、
ま
た
そ
の
所
得
の
不
足
を
補
ひ
得
る
と
論
宇
る

者
も
あ
る
。
而
し
て
此
の
際
か
か
る
副
業
を
構
成
す
る
も
の
は
、
日
傭
出
穣
と
家
内
手
工
業
と
で
あ
る
。
併
し
一

社
曾
的
に
安
常
な
る
農
業
経
笹
規
模
に
闘
す
る
ペ
ル

Y

ハ
ル
デ
イ
白
見
解

第
三
十
六
巻
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制
合
的
に
安
常
な
る
由
民
業
経
笹
規
模
に
関
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第
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第
三
十
六
巻

ヲi

凶
の
土
地
全
部
が
小
農
に
細
分
さ
れ
、
か
か
る
小
農
は
辛
じ
て
一
家
の
生
計
を
支
へ
る
に
足
る
食
料
品
ぞ
空
産
す

る
に
過
ぎ
な
い
な
ら
ば
、
小
農
は
右
の
如
、
コ
亡
、
副
業
に
依
頼
し
、
熱
心
に
之
に
従
事
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。

蓋
し
こ
の
場
合
に
は
、
小
農
の
偉
剰
峨
労
働
を
雇
傭
す
る
大
経
費
も
な
く
、
ま
だ
彼
等
の
刷
業
品
を
買
取
っ
て
〈
れ

る
他
の
産
業
従
業
者
も
見
営
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
小
農
蓮
は
副
業
製
品
を
外
国
へ
轍
出
し
ゃ
う
と
す
る
も
、
彼

等
に
は
そ
れ
す
ら
行
ふ
べ
き
資
金
が
映
却
し
て
ゐ
る
。

1
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w
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h
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仙
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l
H一
l
n
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L
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F
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7
k
y
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p
L
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-
I
'
t
J
J
h
r

ノ

=
J
t
p
メ
E
R
E
F
t
斗
『

AiJ
日

u
h

、
!
日
「
同
日
L
7
〉

;
L

I
l
-
-
E
j
H
E
-
-
]古
川

J
9
1唱
ギ

i
+
t
1
1
5

hhu町
並
川
〆
ノ
ノ

t
A
V
7
7
:
オ
川
l

J

-

d

寸
A
1

は
更
に
土
地
細
分
が
極
端
に
行
は
れ
場
合
に
起
る
過
小
農
の
弊
害
を
痛
撃
す
る
。

小
農
は
大
な
る
鶴
牧
盆
を
率
ぐ

「
即
ち
一
因

る
と
い
ふ
る
、
果
し
て
之
は
質
際
の
所
得
た
る
や
否
や
を
吟
味
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
土
彼
は
い
ふ
。

民
の
責
本
は
勿
論
消
耗
に
よ
り
て
減
少
す
る
。
現
存
資
本
か
ら
は
、
膏
に
葉
の
致
用
ば
か
り
で
な
く
、
業
の
消
耗

も
ま
た
.
こ
の
資
本
の
力
で
作
ら
れ
た
生
産
物
の
内
に
移
り
ゆ
き
.
こ
の
生
産
物
の
内
で
消
議
さ
れ
る
。
か
く
失

は
れ
た
る
も
の
の
補
充
が
忽
に
ち
れ
、
不
利
な
事
情
に
よ
っ
て
之
が
許
き
れ
な
い
場
合
に
は
、
人
類
自
身
に
よ
り

て
作
ら
れ
た
る
資
本
の
一
部
は
漸
失
消
滅
し
、
遂
に
救
持
出
来
ぬ
ゃ
う
棋
乏
す
る
こ
と
と
な
る
。
L
小
農
に
於
て
は

か
か
る
過
程
は
掠
奪
耕
作
に
よ
り
て
行
は
れ
る
。
郎
ち
小
農
に
於
て
地
刀
の
補
給
を
な
さ
子
、
年
々
同
一
農
地
に

於
て
同
一
作
物
を
繰
返
し
栽
培
す
る
と
き
は
.
農
産
物
の
形
で
、
地
刀
と
そ
れ
が
作
出
せ
る
資
本
力
と
は
消
壷
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
結
局
「
現
在
は
未
来
を
犠
牲
と
し
て
生
存
す
る
こ
と
と
な
る
し
。

か
く
の
掬
〈
ぺ
U
Y

ン
A

Y

J

ア
ィ
は
土
地
細
分
に
よ
り
て
惹
起
さ
れ
る
過
小
農
の
喋
を
読
〈
。
然
ら
ば
彼
は
具
憧

o
 

戸
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的
に
如
何
な
る
農
地
を
以
て
、
過
小
農
地
と
考
へ
た
る
か
。
彼
に
よ
れ
ば
「
土
地
所
有
の
細
分
が
極
度
に
行
は
れ

そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
の
土
地
(
農
場
)
の
上
に
生
活
す
る
家
族
の
崎
労
働
刀
が
、
其
の
土
地
に
於
て
十
分
に
利
用
き

れ
得
な
い
と
場
合
を
指
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
斯
る
過
小
地
に
於
て
一
家
の
生
計
を
支
へ
ん
左
す
れ
ば
、
勢
ひ
極
端

な
る
持
働
集
約
を
行
は
ゴ
る
を
得
字
、
従
て
持
働
刀
の
濫
費
を
惹
起
せ
ゴ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
氏
は
斯
る

叫

m態
を
以
て
「
自
然
的
に
最
も
窓
ま
れ
た
る
世
界
の
諸
闘
に
於
て
も
、

費
で
あ
ふ
」
と
道
破
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
「
か
か
る
土
地
細
分
は
屡
々
必
然
の
結
果
と
し
て
、
業
の
土
地
か
ら
獲

特
し
特
る
農
産
物
の
升
量
が
許
容
し
、
若
し
く
ば
こ
の
場
合
充
分
な
る
仕
事
を
見
出
す
以
上
の
過
剰
人
口
を
驚
す
」

一
般
的
合
窮
を
惹
起
す
る
所
の
最
悪
の
櫨

hH

、J
e

a

B

・
'

F

E

A

a

子『
E

ノ同一、
J

、J

o

tし
J

M

f

ぃコ」
l
L
P

世
間
-
t
L
1
1
H
と

-
プ
ヲ
が
過
小
農
地
に
於
て
は
比
較
的
高
き
小
作
料
と
地
債
と
が
支
梯
は
れ
る
事
費
よ
り
し
て
、
過
小
農
の
純
牧

盆
大
な
る
こ
と
を
主
張
し
、
「
経
験
の
一
不
す
所
に
よ
れ
ば
小
農
地
に
封
し
比
械
的
高
き
小
作
料
が
支
榔
は
れ
る
o

同
様
に
大
農
地
を
多
数
の
小
農
地
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
り
て
、
よ
り
高
き
貰
慣
が
獲
得
き
れ
る
。
こ
の
勤
に
、

め
る
限
度
迄
は
土
地
の
細
分
に
件
ひ
、
そ
の
純
股
盆
が
増
加
す
る
色
の
で
あ
る
と
の
主
強
に
劃
す
る
、
充
分
な
る

謹
壌
が
見
出
さ
れ
る
。
蓋
し
こ
の
事
責
は
、
小
作
希
望
者
謹
の
烈
し
い
競
争
か
ら
読
明
す
司
べ
き
で
あ
る
左
し
で
も

一毛

Y
グ
ン
営

h
よ
り
高
〈
支
梯
は
れ
る
こ
と
は
、
小
作
人

過
小
小
作
地
に
於
て
は
大
農
地
に
於
け
る
よ
句
も
、

は
こ
の
場
合
損
失
を
蒙
ら
示
、

E
う
に
か
や
っ
て
行
け
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
純
牧
盆
が
同
一
で

あ
る
な
ら
ば
、
大
農
地
の
小
作
人
は
此
の
競
争
開
係
が
奥
へ
る
利
盆
に
よ
り
て
蓮
に
裕
一
臓
と
な
る
筈
だ
が
、
事
寅

祉
曾
内
に
安
常
な
る
農
業
経
替
規
模
に
商
ず
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
ヂ
イ
の
見
解

第
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h 
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第
三
十
六
巻

主i

四

五:
凶

第

t枕

社
品
目
的
に
安
常
な
る
農
業
経
笹
規
模
に
闘
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解

は
会
〈
之
に
反
し
て
ゐ
eq
」
と
て
、
寧
ろ
小
農
地
に
於
け
る
純
肱
盆
の
大
な
る
こ
と
を
主
張
す
る
仁
潤
し
、
ペ

Y

ン
A

Y

J

ア
ィ
は
次
の
二
つ
の
理
由
か
ら
之
に
反
劃
し
て
ゐ
る
。

卸
ち
先
づ
第
一
に
各
小
地
片
の
小
作
料
は
、
大
農

地
の
小
作
料
よ
り
も
‘

一
般
に
相
罰
的
に
高
い
と
す
る
も
、
之
は
所
有
地
の
細
分
じ
件
ひ
純
故
盆
が
増
加
す
る
七

め
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
印
ち
個
々
の
小
地
片
は
、
ぞ
れ
が
濁
立
的
に
鮭
聾
さ
れ
る
か
ら
、
賃
借
さ
れ
る
の
で

ば
な
く
、
そ
の
小
作
人
は
他
に
経
管
地
を
有
す
る
が
、
そ
れ
の
み
を
以
て
し
で
は
自
家
の
鮭
替
資
本
と
勢
働
力
と

p

ム

:
L
P

叶川
J
1
3
ノ

E
J
I

、
J

H

》
-
日

h
h

ソ

5
2

長」

1

3んソ

T
正
什
刊
川

l
、
引

T
j
t
M
U
Z
U一
】
一

C

バ

小
作
入
山
川
叩
川
ふ
小
山
池
山
川
白
己
貸
借
す
る
の
J

川
、
枕
中
、

胞
に
利
用
の
還
な

き
自
家
の
勢
力
と
責
本
と
を
利
用
す
る
七
め
で
あ
り
、
且
つ
此
の
新
借
地
を
経
倍
す
る
に
は
、
従
来
の
経
替
資
本
、

こ
れ
が
彼
を
し
て
大
農
地
に
劃
す
る
よ
り
も
相
調
的
に
よ
り
高
い
地

役
斎
及
び
農
具
ぞ
以
て
足
る
か
ら
で
あ
る
。

代
を
支
掛
は
し
め
る
理
由
で
あ
ム
o

第
二
に
ラ
ヲ
の
主
張
す
る
却

t
、
小
農
地
に
封
す
る
小
作
料
及
び
債
格
の
高
率
な
る
こ
と
よ
り
、
小
農
の
純
牧

盆
多
き
を
主
張
す
る
は
妥
営
で
な
い
。
小
農
地
の
所
有
者
又
は
小
作
人
が
大
な
る
純
牧
盆
を
皐
げ
得
る
の
は
‘
「
彼

等
が
人
一
倍
時
労
働
に
精
励
す
る
に
め
ば
か
り
で
な

F¥
更
に
そ
の
生
活
を
極
度
に
切
り
つ
め
る
こ
と
に
基
〈
も
の

で
あ
る
」
。

小
農
生
産
を
特
に
有
利
と
す
る
金
正
営
で
あ
る
と
信
や
る
こ
と
は
、

買
は
獲
得
さ
れ
る
所
得
分
配
の

最
も
不
利
な
る
こ
と
を
語
る
に
外
な
ら
な
い
。
小
農
地
の
責
慣
が
高
い
の
は
、
所
有
地
の
細
分
に
基
〈
所
の
国
民

資
本
の
憤
値
増
殖
を
誰
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

か
〈
し
て
ぺ

F

ン
A

Y

J

プ
ィ
は
小
農
に
於
て
支
捕
は
れ
る
高
卒

な
る
小
作
料
は
、
小
作
人
の
人
一
倍
の
精
胸
と
人
間
ら
し
か
ら
ぬ
生
活
か
ら
生
や
る
も
の
な
る
こ

E
を
正
じ
く
認
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識
し
て
ゐ
る
。

か
く
て
極
端
な
る
土
地
細
分
の
進
行
に
よ
り
、
漸
・
衣
に
農
業
費
本
は
消
耗
さ
れ
、
投
音
、
家
吾
、
農
具
も
消
失

し
、
大
撃
の
代
り
に
鋤
ば
か
り
が
使
用
さ
れ
、
動
物
力
の
代
り
に
人
間
勢
働
が
虐
使
さ
れ
、
持
働
者
は
力
L
」
時
と

を
充
分
に
活
用
す
る
機
舎
を
失
び
、
た
だ
人
口
L
」
貧
窮
の
み
が
同
一
歩
調
を
以
て
増
加
す
に
過
ぎ
な
い
こ
・
ど
と
な

る
。
「
か
く
て
他
の
何
等
か
の
施
設
を
講
ぜ
ゴ
れ
ば
、

農
民
は
人
口
供
給
源
泉
者
と
し
て
の
性
質
ぞ
失
ひ
、
従
て

国
民
道
徳
の
泊
養
者
、
闘
防
携
常
者
た
る
資
格
を
失
ふ
こ
と
と
な
る
。
如
何
な
る
勇
気
正
気
力
、
精
神
財
を
求
め

る
た
め
岡
ふ
べ
き
如
何
な
る
意
志
、
白
己
を
防
衛
す
べ
き
'
如
何
な
る
能
力
が
、
か
か
る
国
民
か
ら
期
待
さ
れ
や
う

F
M

一

.・.，、

上
越
の
如
く
ぺ
U
F

ン
A

Y

J

ア
ィ
は
一
闘
の
農
地
が
少
数
の

E
大
所
有
地
に
分
割
さ
れ
る
状
態
、

就
に
一
闘
の
農

地
が
過
小
農
仁
細
分
さ
れ
る
航
態
の
蝉
害
を
論
じ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
所
論
は
概
ね
正
鵠
に
営
っ
て
ゐ
る
。
更
に
彼

は
積
極
的
見
解
と
し
て
、
大
農
、
中
農
、
小
農
の
混
在
を
以
て
理
想
と
し
、
し
か
も
こ
の
混
在
に
就
て
色
中
農
の

支
配
的
な
る
扶
態
を
以
て
、
政
治
上
、
経
棟
上
最
も
健
買
な
る
も
の
主
し
て
ゐ
る
。
こ
の
事
情
の
下
に
於
て
は
、

農
業
生
産
は
最
も
多
面
的
と
な
り
、
最
も
大
な
る
愛
遣
を
建
げ
、
国
民
所
得
の
分
配
は
最
も
一
公
卒
に
行
は
れ
、
同
時

に
文
化
の
後
遺
を
促
し
、
園
民
食
糧
も
確
保
さ
れ
る
と
す
ム
。
か
く
し
て
国
民
経
糟
に
劃
し
て
は
、
最
大
組
所
得

を
奥
へ
る
こ
と
と
な
り
、
然
か
も
此
の
所
得
分
配
は
益
平
と
な
り
、
こ
の
所
得
は
圃
民
責
本
を
損
傷
す
る
こ
と
な

祉
合
的
に
袋
詰
な
る
農
業
経
笹
規
模
に
閥
ナ
る
ベ
ル

Y

ハ
ル
デ
イ
の
見
解

主
主

第

放

主五

fi 

第
三
十
六
巻

1) Bemhardi， a. a. O. S. 474・
2) Eernhardi， a. a. O. S. 474・



社
合
的
に
長
常
な
る
農
業
鰹
勝
規
模
に
閲
す
る
ベ
ル
ン
ハ
ル
デ
イ
の
見
解

第
一
一
一
十
六
巻

五
六

貢5

31)t 

五
六

く
し
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